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△ 相続人が受け取った退職金

Q :サラリーマンであった夫が死亡してか

ら3カ月後に、相続人である私は、会社から

夫の退職金を受け取ることになりました ◎

ところで、この退職金に所得税がかかるの

でしょうか。

A:相続税の課税対象になりますので、所

得税はかかりません。

【解説】

死亡前に確定した退職金は退職所得として

所得税が課税されますが、死亡を原因として

退職した者に支給されるべきであった退職手

当等で、その死亡後に支給期の到来するもの

のうち 、 相続税の課税価格計算の基礎に算入

されるものについては、所得税は課税されな

いことになっています。

この相続税の課税価格計算の基礎に算入さ

れる退職手当等は、その支給が被相続人の死

亡後3年以内に確定したものに限られていま

す ◎

ちなみに、被相続人の死亡後3年経過後に

支給が確定したものについては、相続税では

なく、一時所得として所得税が課税されるこ

とになります。

このように、死亡した者の遺族に支給され

る退職手当等については、その支給期が、被

相続人の死亡の前であったか死亡の後であっ

たかによって課税上の取扱いを異にしていま

す 。
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